
 

末崎の風土散策 （６１）
以上、番匠古沢兄弟のことを書きましたが、終わりに末崎村出身

のこぼれ話を拾ってみた。
新沼芳松 平林の新沼豊治さんの曽祖父で大工の芳松氏は宮大工と
もいわれ彫刻にも優れ、18 歳の若さで仏壇を彫刻し自宅に残されて

いる。仕事では米崎町普門寺本
堂正面欄間の男竜の彫物、宮城
県涌谷神社の白木の神輿、長安
寺向拝の龍の吽の龍、篦獄の観
音像、ますぶちの観音、狼犬河
原の馬頭観音等がある。また、
浄土真宗の勉強もしていたよう
で、常に親鸞上人、蓮如上人や

祈祷の本などを読んでいたという。こぼれ話としては、末崎の大工
棟梁で、刀を差して馬に乗っていた人ともいわれ、今でも家の庭先
に馬に乗るときの踏み台にした石があるという。
村上藤男 生家は神坂の屋号｢大関｣村上家で男の兄弟が多く、大工
一家で会った。兄弟は共に技術を研修し、腕を磨き合って、気仙大

工として広く各地で働き、出稼ぎ
も岩手県や宮城県等中心に廻り、
実績を残している。だが、５男藤
男さんだけは浪曲師に憧れ、船員
として働きながら大会に向かって
声を鍛え、やがて浪曲の師匠につ
いて本格的に修行を重ね、努力し
た結果、かの歌手の戸羽一郎が船
員として沖で頑張って歌手になっ

たように藤男さんも逆に芸名を｢松平歌門」と名乗る浪曲師となり、
全国を巡業していたが、或るとき、東磐井郡花泉の油島にある寶祥
寺で開演することになり行ってみると会場は来客で溢れるような大
盛況であった。歌門はこれに応えて大いに熱演し、観衆からは大喝
采を受け満足のうちに終わり、ホッと一息ついて何気なく傍らの柱
を眺めると｢大工棟梁、気仙群末崎村村上時夫｣と書いてありハッと
驚き、確かめ、これは紛れもなく私の兄時夫(４男)の名前だと分か
り、柱を撫でながら大いに感激し、これも何かの縁と聴衆に披露し
たところ大拍手の絶賛を受け、興行予定を１日延ばして再演したと
ころ、また大入り盛況で喜びをあらたに胸を熱くしたと伝えられて
いる。なお兄弟は現在も健康で兄の時夫さんは仙台に、弟の藤男さ
んは群馬県の館林に暮らしているという。 (聖）

大工数の町村別年代別表(山本忠平先生調べ)
大正 10年 大正 15年 昭和 5年 昭和 10年 昭和 22年

小友村 - 300 275 268 208
米崎村 107 137 - 163 102
末崎村 121 160 117 130 99
高田村 - 350 - 320 231
気仙町 - 289 270 - 240
参考資料 末崎村誌、小友村誌、匠たちへの誘い
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ま
す
が
、
末
崎
地
区
公
民
館
に
は
、

座
卓
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
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席

の
皆
様
に
は

時
間
も
座
っ
て
頂
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く
よ
う
な
格
好
に
な
り
、
大
変
つ

ら
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
な
ん

と
か
改
善
す
る
こ
と
が
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
末
崎
町
公
益
会
の
特

段
の
ご
配
慮
に
よ
り
出
席
者
全
員

が
イ
ス
に
腰
掛
け
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
長
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
取
り

揃
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
末
崎
町
公
益
会
関
係
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

敬
老
会
は
全
員
イ
ス
で
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